
  令和 5 年 11 月 24 日 

 

お 知 ら せ 
 
 

 
咽頭結膜熱（プール熱）患者が増えています（注意喚起） 

 
 県内における第４６週（１１月１３日から１１月１９日）の咽頭結膜熱の定点あたり

患者報告数が３.０６人となり、国が示している警報基準値「３」を上回りました。その

ため、次のとおり県民への注意喚起を図ります。 

 

 １ 咽頭結膜熱とは 

  【原 因】 アデノウイルス 

  【流 行 期】 通常は夏季 

  【主な症状】 発熱、咽頭炎、結膜炎 

  【感染経路】 飛沫感染、接触感染 

 

２ 感染を拡げないために 

 ・ウイルスを周囲に拡げないために、咳エチケットを心がけましょう。 

 ・アルコール消毒が効きにくいとされているため、石けんと流水による手洗いで、 

ウイルスをしっかりと除きましょう。 

 ・患者との密接な接触を避け、タオル等の共用をやめましょう。 

 ・皆がよく触れる場所や器具等の消毒を行いましょう。 

 ・患者の便の中にもウイルスが排出されることがあるので、トイレ、おむつ交換の

際も注意しましょう。 

 

３ かかったときは 

 ・特別な治療法はありませんが、ほとんどの場合は自然に治ります。 

・吐き気や頭痛がひどいとき、咳が激しいときは早めに医療機関にご相談ください。 
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